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サイの歯冠上の構造に対する用語について
AnoteondentalnomenclatureintheRhinocerotidae
福地 亮 (AkiraFukuchi)*
TheterminologyforthemolarsofrhinoceorsesismainlyderivedfromOsborn(1888).However,thereisoften
confusionsurroundingnomenclatureofcheekteethandthemeasuringpointoftheteeth.Thenomenclature
fortheteethofrhinocerosesandthecontroversywerereviewed･Inthispaper,Isuggestthenewnomenclatures
thatarecomposedof24elementsfortheuppercheekteethand120nesfortheloweronesandIal80Suggest
themeasurlngPOintsofteethoftheRhinocerotidae･
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Ⅰ.はじめに
現在用いられるサイの上顎頬歯に形成される構造の名称
の多くはOsbornの提唱したものに従う.しかしながら,サ
イの歯冠に形成される構造はそれらだけでは十分でなく,
Osbornにより名称を与えられた構造以外の構造に対して用
いられる名称は研究者ごとに異なっていた.Maarel(1932)
や Hooijer(1946)は混乱していたそれらの名称を検討し名
称の統一案を示したが,彼らは上顎頬歯の頬側面や下顎頬
歯に形成される構造の名称を検討しなかった.従って,そ
れらの名称は未だ統一されておらず,これらを検討する必
要がある.
未だ混乱している名称を統一するべく,これまでに文献
中で図示あるいは記述された名称の検討を進め,それらの
編集を行ない,上顎頬歯で24の下顎頬歯で12の要素を整理
した.また,歯の計測箇所及びその名称についても研究者ご
とに異なっているため,これらについても再検討を行った.
ⅠⅠ.上顎頬歯に形成される構造
頬歯とは小臼歯と大臼歯を合わせたものである.サイの
上顎頬歯は,歯冠にギリシア文字の"7T"型の稜が形成され
ることで特徴づけられる.これら頬歯に発達する攻頭の名
称は主にOsborn(1888)に従い,その他の構造については
その後の研究者が提案したものに従う.名称の前に付けら
れた番号は図1の番号に対応する.
1.protocone
近心舌側に位置する唆頭 (Osborn1888)･
2･paracone
近心頬側に位置する嘆頭 (Osborn1888)･
3.metacone
遠心頬側に位置する嘆頭 (Osborn1888)･
4.hypocone
遠心舌側に位置する唆頭 (Osborn1888).
5.ectoloph
paraconeとmetaconeの間をつなぐ稜･Lydekker(1884)
ではこれをouterwalとしている.
6.protoloph
ectolophに直交するような方向に伸びる近心の稜.
Lydekker(1884)はこれをanteriorcolisとしている.
7.metaloph
ectolophにほぼ直交するような方向に伸びる遠心の稜.
Lydekker(1884)はmediancolisとしている.
8.ectometaloph
M3に特徴的に見られるmetalophとectolophが 1つに
なってできた稜 (Hooijer&Patterson1972;Gu6rin1980).
一般にRhinocerotidaeのM3はmetaConeが消失するため,
ectolophの後部 (metalophとの接点より遠心)もそれに伴
い消失し三角形の外形を示すが,Coelodontaはその例外で
metaconeが発達しectometalophが形成されないため,四
角形の外形を示す.
9.paraStyle
paraconeから近心-突出する部分.やや頬側に突出する
場合も見られる･Lydekker(1884)では丘rstcostaと呼び,
Matsumoto(1921)ではparastylarとしている･
10.paraconestyle
paraconeから頬側-突出する部分 (Maarel1932).
Lydekker(1884)では second costaとしている.また,
Matthew(1929)ではantero-externalpilar,Gu6rin(1980)
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ではpliduparac6neとしている･Qiuelal.(1988)はこれ
をparaconeribと呼んでいる.
ll.mesostyle
metaconeから頬側-突出する部分 (Fortelius1982)･
Maarel(1932)ではmetaconestyleと呼ばれ,Gu6rin(1980)
ではplidum6tac6neとされ,Cerde丘o(1995)ではmeta-
coneribとされている.
12.metastyle
metaconeから遠心へ突出する部分.Lydekker(1884)は
これをpostero-externalangleとしている.
13,antecrochet
protolophの遠心側から遠心-向かって伸びるエナメル
摺曲(Lydekker1884)･
14.crochet
metalophの近心側から近心-向かって伸びるエナメル
摺曲 (Lydekker1884)･secondaryfoldの一つ (Fortelius
1982)I
15.crista
antecrochetとcrochetの間に形成されるエナメル摺曲
(Matsumoto1921).crochetと同様にsecondaryfoldの一
つ (Fortelius1982)･
16.protoconefold
protolophの近心に形成される溝(Hooijer1946)･proto-
coneのすぐ頬側に形成される･Lydekker(1884)ではこれを
verticalgrooveonanteriorsideofanteriorcolisとしてい
る･また,Hamilton(1973)ではanteriorprotoconegroove
としている.
17.hypoconefold
metalophの近心に形成される溝･Hooijer(1971)ではan-
teriorhypoconefoldとし,Hamilton(1973)ではこれを
hypoconegrooveとしている.前述の 16.protoconefold
と対応させるため前者に従うが,これの遠心に溝が発達し
ないので,特にantel･irorと区別する必要がないためこれを
省略する.
18.posteriorprotoconefold
protoconefoldの反対側,protolophの遠心に形成され
る構(Hooijer1971)･Hamilton(1973)ではこれをposterior
protoconegrooveとしている.protoconefoldという名称
は一般的に使用されており,これと対応させるために前者
に従うことにする.
protoconefoldとposteriorprotoconefoldの両者が発達
する頬歯では,両者のためにpI･OtOlophの幅が局所的に小さ
くなる構造が観察される･Matsumoto(1921)ではこの構造
を"protoconeisconstricted"と表現している.また,Hamil-
ton(1973)はこれにprotoconeconstrictionという名称を与
えている
occlusalface
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図 1.サイ上顎頬歯の歯冠の形態.a.右上顎第2前臼歯から第2
臼歯の歯冠の形態.b.左上顎第 2前臼歯から第 2臼歯の頬側面.
C.右上顎第 3臼歯の歯冠の形態.
19.parastylefold
paraStyleとparaconestyleとの間の頬側面に形成される
港(Maare11932).Matsumoto(1921)ではparaconalfold,
Antoine(2003)ではparaconefoldとされる.
20.medisinus
ectoloph,protolophとmetalophに囲まれた歯冠中央に
形成される谷(Maarel1932)･medianvaleyと呼ばれるこ
ともある(Groves1972)･
21.mediofossette
crochetとcristaによってmedisinusが部分的に仕切ら
れて形成されるくぼみ (FortelitlS1982)･Maarel(1932)
やHooijer(1946)ではmedifossetteとしている.Lydekker
(1884)ではaccesoryfossetteと呼んでいる.
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22.postfossette
ectolophの後部とmetalophの遠心側に形成されるくぼみ
(Maare11932)･Lydekker(1884)はこれをposteriorvaley
としている.
23.hypoconeflange
hypoconeの遠心に形成されるふくらみ(Gentry1987).
24.cingulum
cingulumはその形成される位置によって,anteriorcin一
g血um,posteriorcingulum,lingualcingulum,buccalcin-
gulumに分けられる･また,lingtlacingulumはinnerま
たは internalcingulum,buccalcingulumはouterまたは
externalcingdumと呼ばれることもある･
ⅠⅠⅠ.下顎頬歯に形成される構造
上顎頬歯と下顎頬歯では形態が全く異なり,アラビア数
字の"3"をなす稜で特徴づけられる.名称の前につけられ
た番号は図2の番号に対応する.
1.protoconid
近心,頬側に位置する嘆頭 (Osborn1888)･
2.paraconid
最も近心に位置する嘆頭 (Osborn1888)I
3.metaconid
近心,舌側に位置する嘆頭 (Osborn1888)･
4.hypoconid
遠心の稜hypolophidの最も近心に位置する嘆頭(Osborn
1888).
5.entoconid
最も遠心に位置する嘆頭 (Osbol･n1888)･
6.paralophid
paraconidから舌側方向-伸びる稜.
7.metalophid
metaconid か ら protoconid を経 由 して paraconid
まで伸びる稜.Hooijer(1966)や Hamilton(1973)及び
Fortelius(1982)では,metalophidの中に paralophidを
組み込み,近心の稜全体をmetalophidとしている.
8.hypolohid
遠心にある稜.entoconidからhypoconidまで伸びる.
9.trigonidbasin
metalophidに囲まれた臼歯の近心のくぼみ.Hamil-
ton(1973)のanteriorvaley,Groves(1972)のmetaflexidに
相当する.
10.talonidbasin
hypolophidに囲まれた遠心のくぼみ･Hamilton(1973)の
posteriorvalley,Groves(1972)のentoflexidに相当する･
ll.anteriorfold
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paraconidの頬側に見られる溝.Heissig(1969)のvordere
Aussenfurcheに相当する.
12.labialgroove
metalophidとhypolophidの接点,歯の頬側面中央部に
形成される溝･Hamilton(1973)により提唱された名称で
Heissig(1969)のAussenfurche,Gu6rin(1980)のsynclinal
externeに相当する.
図2.サイ右下顎頬歯の嘆合面の形態.
ⅠV.計測ポイント
図3bに示されるように,嘆美毛の度合いによって歯の長さ
や幅は変化するため,計測ポイントは打交耗による差がない
歯頚線をもって測るべきである.今回提示する計測ポイン
トは主にGu6rin(1980)のFig.5に示されたものに従う.()
内にその略称を示す.
Length(L)
Mazza(1988)のOL,Fortelius(1990)のBBLに相当し,
parastyleからmetaStyleまでの長さである.通常,歯の最
大の長さである.
M3は前述のようにmetaconeが消失し輪郭が三角形に近
づくので,計測ポイントも他のものと区別しなければなら
ない･従って,この場合はMazza(1988)のLい こ相当する
anteriorcingulumからposteriorcingulumまでの長さを意
味する.
Width(W)
paraconestyleとprotoconeの舌側端の間の幅であり,過
常,最も幅が広い･Mazza(1988)のAB,Forteilus(1990)の
MBBに相当する.
Diameter(D)
M3におけるparastyleとhypoconeの舌側端の間の幅.
Mazza(1988)のTLに相当する.
Height(班)
mesostyleとその歯頚線との間の距離 (Gu6rin1980)･
Mazza(1988)は,唆耗の度合いを示すものとしてparastyle
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とその歯頚線の間の距離STを提案している.
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図3.サイ上顎頬歯の計測ポイントa.右上顎第2前臼歯から第
2臼歯の嘆合面.b.右上顎第3臼歯の唆合面.C.左上顎第2前臼
歯から第2臼歯の頬側面.
下顎頬歯の計測ポイントを以下に示す (図4)･
≡ 二
図4.右下顎頬歯の計測ポイント 校合面.
Le ngth(IJ)
Gu6rin(1980)のFig.5Fに図示されているが,歯頚線で
測るべきである.paraconidの近心端からentoconidの遠心
端までの長さであり,歯の長さそのものである.
W idth(W )
trigonidbasinの舌側端とhypoconidの頬側端の間の幅
であり,歯の最大の幅である.
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